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繁盛旅館には必ずこだわりがある。温泉、料理、施設、サービスなどのほか、バリアフリー対応を進めたり、女性
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る温泉旅館ホテルの人気投票）の中でも、自館のこだわりを強く打ち出し、高い評価を得ている旅館２７軒を紹介する。
（この特集は、月間９９万ページビューがある観光経済ドットコムとの連動企画です。ホームページに「こだわりの宿
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今
年
１
月
２５
日
に
行
わ
れ
た
２５０
選
認
定
証
授
与
式
（
東
京
の

浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
）

�２５０選入選施設に贈られる認定証（写真は通算５回以上入選施設用）

順不同 ８・９面も特集

北
海
道
・
函
館
湯
の
川
温

泉
の
花
び
し
ホ
テ
ル
（
西
村

憲
人
社
長
）
は
、
木
石
を
配

し
た
美
し
い
日
本
庭
園
が
広

が
る
「
庭
園
露
天
風
呂
」
が

自
慢
だ
。
函
館
の
風
を
感
じ

な
が
ら
、
癒
し
の
ひ
と
時
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

庭
園
露
天
風
呂
は
、
男
性

の
「
ひ
し
の
湯
」
、
女
性
の

「
は
な
の
湯
」
そ
れ
ぞ
れ
に

ヒ
ノ
キ
造
り
の
露
天
風
呂
と

岩
風
呂
が
あ
る
。
各
１
０
０

人
を
収
容
で
き
る
広
さ
。
純

和
風
の
趣
だ
が
、
サ
ウ
ナ
や

ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
も
。
は
な
の

湯
の
ヒ
バ
を
使
っ
た
桶
風
呂

は
女
性
客
に
人
気
だ
。

３
館
全
１
３
１
室
の
う
ち

高
級
和
室
の
「
末
広
亭
」
に

は
、
４
室
の
露

天
風
呂
付
き
客

室
が
あ
る
ほ

か
、
車
イ
ス
の

お
客
さ
ま
も
利

用
で
き
る
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
客

室
も
備
え
る
。

料
理
は
港
町

の
旬
の
素
材
に

腕
を
ふ
る
っ
た

逸
品
が
揃
う
。

新
鮮
な
イ
カ
や

ア
ワ
ビ
、
タ
ラ

バ
ガ
ニ
。
１
人

ず
つ
和
食
、
洋

食
を
選
べ
る
食
事
プ
ラ
ン
も

用
意
し
て
い
る
。

▽
花
び
し
ホ
テ
ル
は
北
海

道
函
館
市
湯
川
町
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風
そ
よ
ぐ
庭
園
露
天
風
呂庭

園
露
天
風
呂
「
は
な
の
湯
」

新
潟
県
月
岡
温
泉
の
「
白

玉
の
湯

泉
慶
」
（
飯
田
浩

三
社
長
）に
昨
年
４
月
２９
日
、

新
料
亭
「
旬
熹
楽
（
し
ゅ
ん

き
ら
く
）」が
誕
生
し
た
。
温

泉
と
と
も
に
定
評
が
あ
っ
た

同
館
の
料
理
に
、
ま
す
ま
す

磨
き
が
か
か
っ
た
。

２
人
客
か
ら
グ
ル
ー
プ
客

ま
で
対
応
す
る
、
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
を
重
視
し
た
純
和
風
料

亭
。
厳
選
さ
れ
た
旬
の
素
材

を
、
客
の
目
の
前
で
調
理
す

る
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
を
備

え
た
の
が
最
大
の
特
徴
だ
。

２９
室
、
１
２
８
席
あ
り
、

和
個
室
、和
半
掘
り
ご
た
つ
、

和
い
す
膳
、和
テ
ー
ブ
ル
と
、

趣
が
異
な
る
４
つ
の
タ
イ
プ

の
部
屋
を
備
え
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
食
事
場
所
か
ら
、
光
り

輝
く
美
し
い
庭

園
を
眺
め
ら
れ

る
。肝

心
の
料
理

は
、
食
の
宝
庫

新
潟
に
あ
る
だ

け
に
、
山
海
の

厳
選
さ
れ
た
素

材
を
使
っ
て
い

る
。
特
に
魚
介

類
は
板
長
自
ら

が
近
郊
の
岩
船

港
へ
仕
入
れ
に

出
向
き
、
素
材

を
吟
味
。
新
鮮

な
素
材
だ
け
を
活
用
す
る
。

越
後
の
地
酒
と
と
も
に
味
わ

い
た
い
。

▽
白
玉
の
湯

泉
慶
は
新

潟
県
新
発
田
市
月
岡
温
泉
４

５
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泉
慶
の
姉
妹
館
、
新
潟
県

月
岡
温
泉
の
「
白
玉
の
湯

華
鳳
」
（
飯
田
浩
三
社
長
）

は
今
年
１０
月
１９
日
、
全
室
ス

イ
ー
ト
ル
ー
ム
の
別
邸
「
越

の
里
」
を
オ
ー
プ
ン
す
る
。

眺
望
を
楽
し
む
客
室
露
天
風

呂
、
専
用
食
事
会
場
に
よ
る

新
た
な
食
事
の
提
供
な
ど

で
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し

た
客
層
の
開
拓
を
進
め
る
。

客
室
は
全
２０
室
。
全
室
が

露
天
風
呂
、
サ
ロ
ン
付
き
の

ス
イ
ー
ト
で
、
す
べ
て
の
部

屋
で
内
装
、家
具
が
異
な
る
。

飯
盛
山
を
は
じ
め
と
す
る

山
々
の
稜
線
や
、
四
季
折
々

で
表
情
を
変
え
る
庭
園
、
広

大
な
田
園
風
景
を
望
む
。

別
邸
の
宿
泊
客
専
用
の
食

事
処
は
、
ゆ
っ
く
り
食
事
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、

個
室
ス
タ
イ
ル

の
１３
室
を
設
け

る
。
専
用
の
厨

房
を
設
け
、
旬

の
素
材
を
使
っ

た
料
理
を
タ
イ

ミ
ン
グ
よ
く
提

供
す
る
。

別
邸
専
用
の

入
り
口
、
ラ
ウ

ン
ジ
、
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
・
カ

ウ
ン
タ
ー
も
設

け
る
。

新
露
天
風
呂
を
開
設
す
る

な
ど
、
既
存
棟
も
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
。

▽
白
玉
の
湯

華
鳳
は
新

潟
県
新
発
田
市
月
岡
温
泉
１

３
４
。
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旬
の
素
材
を
客
前
で
調
理

全
ス
イ
ー
ト
の
別
邸
増
築

旬
熹
楽

華
鳳
の
鳥
か
ん
図
（
イ
メ
ー
ジ
）
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将
棋
の
里
で
知
ら
れ
る
山

形
県
天
童
市
。
人
間
将
棋
の

舞
台
、
舞
鶴
山
を
借
景
に
す

る
「
ほ
ほ
え
み
の
宿

滝
の

湯
」
（
山
口
元
社
長
）
は
、

人
と
環
境
に
や
さ
し
い
宿
。

人
へ
の
や
さ
し
さ
は
、
お

も
て
な
し
の
心
だ
け
で
な
く

料
理
の
「
味
覚
」
に
も
現
れ

て
い
る
。
料
理
に
使
う
食
材

は
、
自
家
農
園
で
育
て
た
無

農
薬
有
機
栽
培
の
野
菜
を
取

り
入
れ
新
鮮
で
安
全
、
体
に

や
さ
し
い
旬
の
料
理
の
献
立

を
考
え
る
。

例
え
ば
、
自
家
農
園
の
野

菜
を
使
っ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
や
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
は
女
性

に
好
評
。
男
性
に
は
、
手
の

ひ
ら
サ
イ
ズ
の

大
き
な
山
形
産

マ
ッ
シ
ュ
ル
ー

ム
を
添
え
た
山

形
牛
ス
テ
ー
キ

料
理
が
人
気
。

環
境
へ
の
や

さ
し
さ
は
、
ホ

テ
ル
か
ら
出
た

「
生
ご
み
」
を

館
内
で
リ
サ
イ

ク
ル
し
、
有
機

肥
料
と
し
て
農

園
で
使
用
。
循

環
型
農
園
が
人

と
環
境
を
育
ん

で
い
る
。

▽
ほ
ほ
え
み
の
宿

滝
の

湯
は
山
形
県
天
童
市
鎌
田
本

町
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岩
手
花
巻
南
温
泉
峡
の
大

沢
温
泉
（
高
田
貞
一
社
長
）

は
、
坂
上
田
村
麻
呂
が
蝦
夷

軍
の
毒
矢
で
負
傷
し
た
際
、

入
浴
し
傷
が
癒
え
た
と
い
う

伝
説
が
残
る
。
花
巻
出
身
の

詩
人
で
作
家
の
宮
沢
賢
治
は

何
度
も
大
沢
を
訪
れ
て
い

る
。
父
親
に
連
れ
ら
れ
子
供

の
こ
ろ
、
学
生
時
代
、
そ
し

て
花
巻
農
学
校
の
教
師
時
代

に
生
徒
た
ち
を
連
れ
て
来
て

い
る
。
ま
た
、
詩
人
で
彫
刻

家
の
高
村
光
太
郎
は
、
宮
沢

家
の
縁
で
花
巻
に
疎
開
し
以

後
７
年
当
地
に
住
み
度
々
大

沢
温
泉
を
訪
れ
「
本
当
の
温

泉
の
味
が
す
る
」と
喜
ん
だ
。

現
在
、
大
沢
温
泉
は
３
つ

の
施
設
か
ら
な
る
。
和
風
旅

館
の
山
水
閣
、
茅
葺
き
屋
根

の
別
館
（
旅
館
）
菊
水
館
、

湯
治
場
自
炊
部
で
、
山
水
閣

の
宿
泊
の
方
は
、
豊
沢
川
の

渓
流
沿
い
の
５
つ
の
お
風
呂

巡
り
が
で
き
る
。
山
水
閣
に

あ
る
檜
の
縁
の
内
風
呂
と
石

造
り
の
小
ぶ
り
の
露
天
風
呂

が
あ
る
山
水
の
湯
、
岩
造
り

半
露
天
で
深
さ
の
あ
る
豊
沢

の
湯
（
冬
期
は
ガ
ラ
ス
窓
を

閉
め
内
風
呂
）
、
隣
接
す
る

自
炊
部
に
は
タ
イ
ル
造
り
で

優
し
い
曲
線
の
内
風
呂
薬
師

の
湯
、
川
に
せ
り
出
し
た
名

物
の
露
天
風
呂
大
沢
の
湯

（
混
浴
）
、
橋
を
渡
っ
て
川

向
い
菊
水
館
の
総
木
造
り
の

南
部
の
湯
で
あ

る
。
こ
の
他
、

山
水
閣
宿
泊
客

専
用
の
貸
切
の

家
族
風
呂
３
カ

所
が
あ
る
。

山
水
閣
は
５７

室
３
０
０
人
の

収
容
。
本
館
と

新
館
が
あ
り
、

全
室
ウ
ォ
ッ
シ

ュ
レ
ッ
ト
ト
イ

レ
付
き
。
川
に

面
し
た
部
屋
が

多
く
、
料
理
は

月
替
り
で
岩
手
の
季
節
の
食

材
を
使
っ
た
会
席
膳
を
出
し

て
い
る
。
平
成
１０
年
に
で
き

た
新
館
は
、
部
屋
付
き
風
呂

が
な
い
タ
イ
プ
が
メ
イ
ン
。

あ
ま
り
利
用
さ
れ
な
い
部
屋

風
呂
を
カ
ッ
ト
し
、
客
室
を

ゆ
っ
た
り
し
た
間
取
り
に
し

て
い
る
。
新
築
の
際
、
部
屋

に
風
呂
を
付
け
な
い
の
は
珍

し
い
。
温
泉
を
存
分
に
味
わ

っ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
だ
。

泉
質
は
Ｐ
Ｈ
９
・
２
の
ア

ル
カ
リ
性
の
単
純
泉
。
肌
が

つ
る
つ
る
に
な
り
、
体
が
芯

か
ら
温
ま
り
冷
め
に
く
い
。

質
は
、
湯
治
場
が
現
在
ま
で

残
っ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
良

さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
神
経

痛
、
リ
ュ
ウ
マ
チ
、
胃
腸
病
、

婦
人
病
等
々
に
効
能
が
あ

る
。
渓
流
を
眺
め
、
湯
治
場

や
茅
葺
き
屋
根
の
昔
な
が
ら

の
雰
囲
気
を
感
じ
て
湯
巡
り

を
楽
し
ん
で
頂
き
た
い
。

▽
大
沢
温
泉
山
水
閣
は
岩

手
県
花
巻
市
湯
口
字
大
沢
１

８
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自
炊
部
大
露
天
風
呂
（
混
浴
）

人
と
環
境
を
育
む
農
園

湯
治
場
も
残
る「
本
当
の
温
泉
」

秋
の
イ
メ
ー
ジ
料
理

湯治場の雰囲気を色濃く残す

月
岡
ホ
テ
ル
（
堺
健
一
郎

社
長
）
の
「
ベ
ビ
ー
キ
ッ
ズ

倶
楽
部
テ
ィ
ン
カ
ー
ベ
ル
」

が
乳
幼
児
を
連
れ
た
家
族
連

れ
に
好
評
だ
。
こ
の
施
設
は

昨
年
７
月
、
山
形
県
の
旅
館

で
は
初
め
て
と
な
る
、
２４
時

間
体
制
の
託
児
施
設
と
し
て

登
場
。
「
親
と
子
が
そ
れ
ぞ

れ
の
環
境
で
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」
と
の
思
い
を
込
め
た
。

「
頑
張
る
パ
パ
と
マ
マ
へ

の
ご
褒
美
プ
ラ
ン
」
は
、
専

門
の
保
育
士
が
子
供
の
世
話

を
し
、
そ
の
間
、
食
事
や
温

泉
、
エ
ス
テ
な
ど
思
い
思
い

の
時
間
を
過
ご
せ
る
。
通
常

１
時
間
２
５
０
０
円
の
ベ
ビ

ー
シ
ッ
タ
ー
付
き
キ
ッ
ズ
ル

ー
ム
が
無
料
（
最
大
３
時
間

ま
で
）
に
な
る

な
ど
、
嬉
し
い

特
典
が
付
く
。

保
育
士
は
全
員

が
資
格
を
持
つ

プ
ロ
な
の
で
安

心
。
離
乳
食
希

望
の
場
合
は
ア

レ
ル
ギ
ー
の
有

無
を
聞
い
た
上

で
、
料
理
長
が

腕
を
振
る
う
。

零
歳
か
ら
９

歳
ま
で
の
子
供

を
預
か
る
。
手

の
か
か
る
子
供

を
持
つ
親
に
と
っ
て
は
朗
報

だ
。▽

月
岡
ホ
テ
ル
は
山
形
県

上
山
市
新
湯
１
の
３３
。
�
０

２
３
・
６
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２
・
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い
ま
か
ら
１
９
０
０
年

前
、
日
本
武
尊
の
東
征
に
従

っ
た
吉
備
多
賀
由
に
よ
り
発

見
さ
れ
た
と
い
う
蔵
王
温
泉

は
、
日
本
最
古
の
温
泉
地
の

ひ
と
つ
だ
。
１
日
８
７
０
０

�
と
い
う
豊
富
な
湯
量
を
誇

り
、
湯
治
や
ス
キ
ー
、
蔵
王

名
物
の
樹
氷
と
お
釜
の
観
光

に
訪
れ
る
客
で
年
中
に
ぎ
わ

っ
て
い
る
。

深
山
荘
高
見
屋
（
岡
崎
重

彌
社
長
）
は
、
蔵
王
温
泉
で

５
軒
の
宿
泊
施
設
を
展
開
す

る
タ
カ
ミ
ヤ
ホ
テ
ル
グ
ル
ー

プ
の
老
舗
旅
館
。
創
業
は
享

保
元
年
（
１
７
１
６
）
。
温

泉
街
の
最
も
奥
の
高
台
に
あ

り
、
当
時
と
変
わ
ら
な
い
純

和
風
の
た
た
ず
ま
い
を
み
せ

る
「
く
つ
ろ
ぎ
の
宿
」
だ
。

同
館
の
こ
だ
わ
り
の
ひ
と

つ
「
温
泉
」
。

タ
イ
プ
の
違
う

９
つ
の
風
呂
そ

れ
ぞ
れ
が
源
泉

を
か
け
流
し
で

使
う
ぜ
い
た
く

さ
だ
。
湯
量
が

豊
富
な
の
は
も

ち
ろ
ん
、
２４
時

間
、
い
つ
で
も

入
浴
で
き
る
の

が
う
れ
し
い
。

本
館
１
階
の

「
長
寿
の
湯
」

は
、
創
業
当
時

を
思
わ
せ
る
昔

な
が
ら
の
木
造
の
内
湯
。「
離

庵
山
水
」
１
階
の「
せ
せ
ら

ぎ
の
湯
」も
、石
づ
く
り
の
露

天
風
呂
や
露
天
桶
風
呂
、
ひ

の
き
湯
、
足
湯
が
独
自
の
趣

を
か
も
し
出
し
て
い
る
。

貸
し
切
り
風
呂
は
、
従
来

の
露
天
「
吉
備
多
賀
湯
」
に

加
え
、「
山
の
慈
（
め
ぐ
）
み

湯
」
が
こ
の
ほ
ど
オ
ー
プ
ン

し
た
。
５０
分
で

２
６
２
５
円
。

当
日
予
約
制
。

泉
質
は
「
含

硫
化
水
素
強
酸

性
明
ば
ん
緑
ば

ん
泉
」
。
胃
腸

病
、
眼
病
、
傷

の
ほ
か
、
美
肌

効
果
も
あ
る
と

評
判
だ
。
特
に

女
性
客
に
喜
ば

れ
そ
う
。

も
う
ひ
と
つ

の
こ
だ
わ
り
が

「
接
客
サ
ー
ビ
ス
」
。
「
い

ま
の
建
物
は
２
９
１
年
目
で

す
が
、
老
舗
旅
館
な
ら
で
は

の
伝
統
を
生
か
し
、
時
代
時

代
に
合
わ
せ
た
お
も
て
な
し

で
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
い
た

し
ま
す
」
と
は
、
同
館
常
務

の
岡
崎
純
子
さ
ん
の
弁
。

「
お
客
さ
ま
は
大
切
な
時

間
を
当
館
で
お
過
ご
し
い
た

だ
く
わ
け
で
す
か
ら
、
心
か

ら
寛
い
で
、
喜
ん
で
い
た
だ

く
た
め
に
私
た
ち
は
努
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
精
神
を
皆
が
忘

れ
ず
に
、
徹
底
し
て
い
ま

す
」
。
同
館
の
優
れ
た
サ
ー

ビ
ス
精
神
は
、
常
連
客
が
多

い
と
い
う
実
績
か
ら
も
垣
間

見
ら
れ
る
。

▽
深
山
荘
高
見
屋
は
山
形

県
山
形
市
蔵
王
温
泉
５４
。
�

０
２
３
・
６
９
４
・
９
３
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リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
本
館
モ
ダ
ン
客
室

２４
時
間
体
制
の
託
児
施
設

源
泉
か
け
流
し
の
湯
を
２４
時
間

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
付
き
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム

源
泉
か
け
流
し
、
創
業
以
来
こ
ん
こ
ん
と

わ
き
続
け
る
「
長
寿
の
湯
」

福
島
県
・
高
湯
温
泉
の
旅

館
玉
子
湯（
後
藤
省
一
社
長
）

の
創
業
は
明
治
元
年
。
古
く

か
ら
奥
州
３
高
湯
の
１
つ
に

数
え
ら
れ
て
き
た
名
湯
で
あ

る
。茅

ぶ
き
屋
根
の
外
湯
「
玉

子
湯
」
は
、
創
業
当
時
か
ら

あ
る
宿
の
シ
ン
ボ
ル
だ
。
源

泉
か
ら
多
量
に
湧
き
出
る
湯

は
自
然
の
ま
ま
、
水
も
熱
も

全
く
加
え
て
い
な
い
。
泉
質

は
硫
黄
泉
で
リ
ウ
マ
チ
や
皮

膚
病
な
ど
に
効
能
が
あ
り
、

湯
治
客
も
多
い
。

庭
園
に
は
３
つ
の
露
天
風

呂
と
足
湯
が
点
在
す
る
。
な

か
で
も
野
天
岩
風
呂
「
天
渓

の
湯
」
は
圧
巻
。
高
く
積
み

重
な
っ
た
岩
々
を
背
に
、
木

枠
で
囲
っ
た
湯
船
に
は
乳
白

色
の
湯
が
た
っ
ぷ
り
。
山
の

眺
め
も
す
ば
ら
し
く
、
野
趣

を
満
喫
で
き
る
。

食
事
は
い
ろ
り
処
が
新
設

さ
れ
、
予
約
の
際
、
部
屋
食

か
い
ろ
り
処
か
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。

▽
旅
館
玉
子
湯
は
福
島
県

福
島
市
町
庭
坂
字
高
湯
７
番

地
。
�
０
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４
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９
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従
業
員
の
接
客
の
良
さ
が

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
の

が
山
梨
県
・
富
士
河
口
湖
温

泉
の
「
若
草
の
宿
丸
栄
」（
渡

辺
昭
夫
社
長
）
だ
。
「
宿
は

舞
台
、
お
迎
え
す
る
私
た
ち

は
役
者
」
と
い
う
考
え
の
も

と
、
日
々
の
従
業
員
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

あ
る
サ
イ
ト
の
ク
チ
コ
ミ

情
報
に
、
丸
栄
の
接
客
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な

感
想
が
載
っ
て
い
た
。

「
写
真
を
撮
ろ
う
と
し
た

時
、
近
く
ま
で
駆
け
寄
っ
て

き
て
『
お
撮
り
し
ま
し
ょ
う

か
』
と
写
真
を
撮
っ
て
く
れ

た
。
外
出
す
る
時
も
、
近
く

に
い
た
仲
居
さ
ん
が
整
列
し

て
１
回
１
回
あ
い
さ
つ
し
て

く
れ
た
。
若
い
人
た
ち
が
多

い
の
に
、
礼
儀

正
し
く
上
品

で
、
教
育
が
し

っ
か
り
行
き
届

い
て
い
る
感
じ

が
し
た
」

宿
泊
客
の
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン

（
開
演
）
か
ら

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ

ト
（
カ
ー
テ
ン

コ
ー
ル
）
ま
で

を
１
回
の
舞
台

公
演
に
例
え
、

そ
の
中
で
、「
従

業
員
（
役
者
）

は
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
台
本
）
通

り
の
動
き
に
加
え
、
そ
れ
以

上
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
（
ア
ド

リ
ブ
）
で
お
客
様
を
満
足
さ

せ
る
」
こ
と
を
目
指
す
。

そ
の
た
め
従
業
員
教
育
に

は
特
に
力
を
入
れ
る
。
「
基

本
が
分
か
っ
て
い
な
い
と
応

用
は
で
き
な
い
」
と
い
う
信

念
の
も
と
、
接

客
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
日
夜
改
善

し
、
そ
れ
を
徹

底
的
に
仕
込
む

が
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
人
間
に
な
ら

な
い
よ
う
、
現

場
で
の
実
践
指

導
も
怠
ら
な

い
。
ま
た
、
短

期
間
で
即
戦
力

に
仕
上
げ
る
た

め
に
、
研
修
で

は
進
行
シ
ー
ト

を
用
い
て
、
学

ん
だ
こ
と
の
理
解
度
や
習
熟

度
を
そ
の
都
度
把
握
さ
せ
、

週
１
回
ペ
ー
ス
で
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
く
。

「
旅
館
に
は
衣
食
住
を
提

供
し
、
さ
ら
に
お
客
様
の
命

を
お
預
か
り
す
る
責
務
が
あ

る
。
お
客
様
に
『
こ
の
人
な

ら
任
せ
て
大
丈
夫
』
と
安
心

し
て
い
た
だ
け
る
と
こ
ろ
ま

で
接
客
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル

を
高
め
る
」
と
目
標
を
高
く

掲
げ
る
。

「
人
（
お
客
様
）
が
人
（
従

業
員
）
に
癒
さ
れ
る
宿
を
目

指
し
て
お
り
、
お
客
様
か
ら

『
感
じ
の
い
い
人
た
ち
だ
』

と
言
わ
れ
る
の
が
一
番
嬉
し

い
」
と
同
館
は
い
う
。

▽
若
草
の
宿
丸
栄
は
山
梨

県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町

小
立
４
９
８
。
�
０
５
５
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見
は
ら
し
露
天
風
呂
・
湖
（
う
み
）
の
湯

茅
ぶ
き
屋
根
の
外
湯
、今
も

「
宿
は
舞
台
、私
た
ち
は
役
者
」

外
観

秋の「玉子湯」

沈
む
夕
陽
の
美
し
さ
で
知

ら
れ
る
新
潟
県
瀬
波
温
泉
。

同
温
泉
屈
指
の
名
旅
館
、
夕

映
え
の
宿
汐
美
荘
（
浅
野
謙

一
社
長
）で
は
、こ
の
名
湯
を

心
ゆ
く
ま
で
堪
能
で
き
る
。

「
夕
映
え
温
泉
海
道
」は
、

海
道
の
よ
う
に
日
本
海
に
面

し
て
設
置
さ
れ
た
温
泉
フ
ロ

ア
の
総
称
。
男
、
女
そ
れ
ぞ

れ
の
大
浴
場
、
露
天
風
呂
で

は
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
夕
陽

を
眺
め
な
が
ら
の
ぜ
い
た
く

な
湯
浴
み
が
楽
し
め
る
。
女

性
用
に
は
も
う
ひ
と
つ
、
桧

の
露
天
風
呂
を
用
意
。
こ
の

ほ
か
貸
し
切
り
の
家
族
風
呂

も
用
意
し
、
ま
さ
に
温
泉
ざ

ん
ま
い
。

玄
関
脇
に
は
、
歌
人
与
謝

野
晶
子
ゆ
か
り

の
「
晶
子
の
愛

し
湯
（
足
湯
）」

を
設
置
し
た
。

同
館
の
温
泉

に
対
す
る
こ
だ

わ
り
は
「
温
泉

湯
師
」
の
存
在

が
証
明
し
て
い

る
。
９３
度
と
い

う
高
温
の
源
泉

を
、
気
温
や
風

速
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
て
適

度
な
湯
温
に
調

整
。プ
ロ
の�
匠

の
技
�
が
名
湯
を
支
え
て
い

る
。▽

夕
映
え
の
宿
汐
美
荘
は

新
潟
県
村
上
市
瀬
波
温
泉
２

�
９
�
３６
。
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０
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観
音
温
泉
（
静
岡
県
下
田

市
、
鈴
木
和
江
社
長
）
は
昭

和
３８
年
、同
社
の
創
立
者
が
、

夢
枕
に
現
れ
た
観
音
様
の
お

告
げ
を
受
け
て
掘
削
し
た
と

い
う
温
泉
。
奥
下
田
の
地
下

６
０
０
�
か
ら
わ
く
泉
温
５１

度
、
ペ
ー
ハ
ー
９
・
５
の
強

ア
ル
カ
リ
単
純
泉
で
、
す
べ

す
べ
し
た
肌
合
い
が
特
徴
。

筋
肉
痛
、
腰
痛
、
リ
ウ
マ
チ

な
ど
に
効
果
を
発
揮
す
る
ほ

か
、
飲
用
で
消
化
器
系
統
や

便
秘
な
ど
に
利
く
と
評
判

だ
。こ

の
、
効
能
豊
か
な
温
泉

を
存
分
に
味
わ
え
る
の
が

「
源
泉
か
け
流
し
の
宿
」と
う

た
う
観
音
温
泉
。
本
館
、
新

館
、離
れ
の
各
建
物
が
あ
る
。

本
館
は
こ
の

８
月
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
。
客
室
は
全

１７
室
か
ら
な

り
、全
室
を「
か

け
流
し
展
望
風

呂
付
き
客
室
」

に
し
た
。
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
感
覚

で
自
家
源
泉
の

温
泉
ざ
ん
ま
い

を
楽
し
め
る
。

新
館
「
ピ
グ

マ
リ
オ
ン
観
音

温
泉
」
は
３
年

前
の
オ
ー
プ
ン
。
こ
ち
ら
も

全
室
露
天
風
呂
付
き
で
、
１８

室
を
備
え
て
い
る
。

新
館
オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
大
浴
場

棟
「
観
音
乃
湯

ガ
ラ
テ
ィ

ア
」
も
ぜ
ひ
立
ち
寄
り
た
い

場
所
。
温
泉
の
効
能
を
よ
り

有
効
に
味
わ
っ

て
も
ら
お
う

と
、
男
女
と
も

３
つ
の
入
浴
施

設
と
サ
ウ
ナ
を

備
え
て
い
る
。

マ
ッ
サ
ー
ジ

浴
、
満
天
の
星

を
眺
め
る
露
天

風
呂
、
桧
の
香

り
で
い
や
さ
れ

る
大
風
呂
は
体

と
心
に
優
し

く
、
健
康
増
進

の
ひ
と
時
を
存

分
に
楽
し
め

る
。

入
浴
後
は
肌
が
つ
る
つ
る

に
な
る
と
評
判
。
こ
れ
は
、

温
泉
が
皮
膚
表
面
の
脂
肪
を

分
解
し
、
脂
肪
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
を
生
成
。
石
け
ん
と
同
じ

役
割
を
果
た
す
か
ら
だ
と
い

う
。料

理
は
南
伊
豆
の
新
鮮
な

海
の
幸
、
山
の
幸
を
採
り
入

れ
、
す
べ
て
の
料
理
に
観
音

温
泉
の
ア
ル
カ
リ
源
泉
を
使

う
と
い
う
徹
底
ぶ
り
だ
。
肥

満
や
疾
病
を
払
し
ょ
く
す
る

中
長
期
滞
在
コ
ー
ス
も
設
定

し
て
い
る
。

温
泉
水
を
使
っ
た
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
や
化
粧
品
、

ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ
な
ど
、
関
連

グ
ッ
ズ
も
充
実
し
て
い
る
。

▽
観
音
温
泉
は
静
岡
県
下

田
市
横
川
１
０
９
２
�
１
。
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本
館
部
屋
展
望
風
呂

夕
日
眺
め
贅
沢
な
湯
浴
み

肌
が
つ
る
つ
る
、飲
用
に
も
最
適

晶
子
の
愛
し
湯

ピ
グ
マ
リ
オ
ン
部
屋
露
天

http://www.oosawaonsen.com/
http://www.takinoyu.com/
http://www.zao.co.jp/takamiya/
http://www.tsukioka.co.jp/
http://www.maruei55.com/
http://www.naf.co.jp/tamagoyu/
http://www.takinogawa.net/onsentop.html
http://www.shiomiso.co.jp
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浜
名
湖
畔
の
温
泉
地
、
舘

山
寺
（
か
ん
ざ
ん
じ
）
温
泉

を
代
表
す
る
旅
館
が
遠
鉄
グ

ル
ー
プ
の
ホ
テ
ル
九
重
（
竹

山
英
夫
社
長
）だ
。
遊
覧
船
、

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、遊
園
地「
パ

ル
パ
ル
」
な
ど
周
辺
に
多
く

の
観
光
施
設
が
あ
り
、
観
光

の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
良
質

の
温
泉
を
楽
し
も
う
と
い
う

客
で
年
中
に
ぎ
わ
っ
て
い

る
。温

泉
は
同
ホ
テ
ル
の
敷
地

内
、
地
下
１
８
５
０
�
か
ら

わ
き
出
て
い
る
。「
天
然
療
養

温
泉
」
と
呼
ば
れ
、
源
泉
の

温
度
４１
・
６
度
。泉
質
は「
ナ

ト
リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
塩

化
物
温
泉
（
食
塩
泉
）」で
、

神
経
痛
、
筋
肉
痛
、
関
節
痛
、

五
十
肩
、
運
動
ま
ひ
な
ど
に

効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

「
療
養
温
泉
」

と
は
、
「
有
効

成
分
の
基
準
を

ク
リ
ア
し
て
指

定
さ
れ
た
『
温

泉
』
を
、
さ
ら

に
厳
し
い
ふ
る

い
に
か
け
て
認

定
し
た
も
の
の

呼
称
」
で
、
医

療
的
な
効
果
が

一
層
期
待
で
き

る
と
い
う
。

館
内
の
大
浴

場
は
２
カ
所

（
男
女
入
れ
替
え
制
）
。
い

ず
れ
も
こ
の
療
養
温
泉
を
、

加
水
せ
ず
に
利
用
し
て
い

る
。大

浴
場「
遠
州
絵
巻
の
湯
」

は
、
安
藤
広
重
の
浮
世
絵
の

世
界
を
繊
細
優
美
な
ガ
ラ
ス

絵
で
表
現
し
た
、
純
和
風
の

空
間
。
日
本
３
大
美
林
の
ひ

と
つ
「
天
竜
杉
」
を
使
用
し

た
７
つ
の
内
湯
ほ
か
、
舟
形

の
か
け
流
し
露

天
風
呂
、
鍾
乳

石
の
露
天
風
呂

を
持
つ
。

大
浴
場
「
大

正
浪
漫
の
湯
」

は
、
ク
ラ
シ
カ

ル
モ
ダ
ン
な
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス

を
窓
と
天
井
に

配
し
た
大
正
ロ

マ
ン
風
の
お
し

ゃ
れ
な
浴
場
。

日
本
初
と
い
う

天
然
鉱
石
を
使

っ
た
風
呂
を
は
じ
め
、
８
つ

の
内
湯
を
持
つ
。

こ
の
ほ
か
貸
し
切
り
の
個

室
風
呂
と
露
天
風
呂
、
足
湯

を
備
え
る
。
ま
た
、
姉
妹
館

の
「
遠
鉄
ホ
テ
ル
エ
ン
パ
イ

ア
」
の
「
ダ
イ
ダ
ラ
ボ
ッ
チ

の
湯
」
も
、
同
ホ
テ
ル
の
宿

泊
客
は
利
用
で
き
る
。

料
理
は
浜
名
湖
の
新
鮮
な

魚
介
類
を
中
心
に
、
「
懐
石

の
心
」
で
提
供
す
る
。
い
け

す
割
烹
、
個
室
料
亭
、
宴
会

場
な
ど
、
旅
の
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
て
好
み
の
会
場
を
選

べ
る
。
い
け
す
割
烹
で
は
、

目
の
前
の
大
き
な
い
け
す
か

ら
す
く
っ
た
季
節
の
魚
を
活

づ
く
り
で
提
供
す
る
料
理
が

目
玉
だ
。

▽
ホ
テ
ル
九
重
は
静
岡
県

浜
松
市
西
区
舘
山
寺
町
１
８

９
１
。
�
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新
潟
県
・
月
岡
温
泉
の
中

で
も
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な

数
多
く
の
風
呂
を
有
し
て
い

る
の
が
「
京
風
の
宿

ホ
テ

ル
清
風
苑
」
（
樋
口
清
社

長
）
。
し
か
も
、
２４
時
間
入

浴
で
き
る
の
が
自
慢
だ
。

大
浴
場
に
関
し
て
は
、
男

性
用
、
女
性
用
そ
れ
ぞ
れ
に

泉
質
の
異
な
る
２
カ
所
の
施

設
を
備
え
る
。

一
つ
は
食
塩
含
有
硫
化
水

素
泉
で
、肩
こ
り
や
神
経
痛
、

婦
人
病
、
美
肌
な
ど
に
効
果

が
あ
る
と
い
う
。
も
う
一
つ

の
人
工
ラ
ジ
ウ
ム
泉
は
刺
激

が
少
な
く
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な

体
質
の
人
向
け
。

露
天
風
呂
は
大
浴
場
に
併

設
。
男
性
用
に
は
枡
と
檜
、

岩
、
女
性
用
に
は
樽
と
檜
、

岩
と
い
う
男
女

共
３
つ
の
浴
槽

が
あ
り
、
趣
の

違
う
雰
囲
気
で

湯
を
堪
能
で
き

る
。
す
べ
て
の

浴
槽
に
は
京
都

嵯
峨
人
形
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た

シ
ン
ボ
ル
像

「
お
湯
か
け
小

僧
」が
建
ち
、愛

嬌
を
添
え
る
。

３
カ
所
あ
る

貸
し
切
り
風
呂

は
テ
レ
ビ
付
き
。
湯
船
に
つ

か
り
な
が
ら
好
み
の
番
組
を

楽
し
め
る
。

▽
京
風
の
宿
ホ
テ
ル
清
風

苑
は
新
潟
県
新
発
田
市
月
岡

温
泉
。
�
０
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い
け
す
割
烹
「
汽
水
亭
」

「
天
然
療
養
温
泉
」が
開
湯

多
種
多
様
で
湯
ざ
ん
ま
い

大
正
浪
漫
の
湯

庭
園
大
浴
場
「
殿
の
湯
」
大
岩
露
天
風
呂

日
本
海
に
面
し
た
山
陰
の

名
湯
、
皆
生
温
泉
。
昔
、
漁

師
が
海
中
に
温
か
い
水
が
湧

い
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
の

が
、
そ
の
始
ま
り
と
い
わ
れ

る
。
泉
質
は
弱
食
塩
泉
で
、

天
然
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
と
ば

か
り
に
美
容
と
健
康
、
長
寿

を
求
め
て
多
く
の
観
光
客
が

こ
の
地
を
訪
れ
て
い
る
。

華
水
亭
（
伊
坂
博
社
長
）

は
、
姉
妹
館
の
皆
生
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
天
水
と
と
も
に
同

温
泉
を
代
表
す
る
旅
館
だ
。

全
室
和
室
で
、
海
を
一
望
す

る
贅
沢
な
空
間
の
な
か
で

も
、
特
に
こ
だ
わ
り
を
見
せ

る
の
が
や
は
り
温
泉
だ
。
４

つ
の
大
浴
場
、露
天
風
呂
と
、

同
じ
く
４
つ
の
貸
し
切
り
家

族
風
呂
を
持
ち
、
館
内
に
居

な
が
ら
に
し
て

ぜ
い
た
く
な
湯

巡
り
が
楽
し
め

る
。０２

年
４
月
に

新
設
さ
れ
た
大

浴
場
、
男
性
用

「
松
風
の
湯
」

と
女
性
用
「
大

山
の
湯
屋
」は
、

内
風
呂
よ
り
も

露
天
風
呂
の
方

が
広
い
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
特

徴
を
持
つ
。
日

本
海
に
面
す
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限

に
生
か
し
、
特
に
眺
望
を
重

視
し
た
造
り
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
内
風
呂
に
も
工
夫

を
凝
ら
し
た
。例
え
ば
、冬
場

は
浴
室
内
に
暖
房
を
入
れ
、

窓
ガ
ラ
ス
が
曇
ら
な
い
よ
う

に
配
慮
。
屋
内
に
居
て
も
見

事
な
景
色
を
四
季
を
通
じ
て

楽
し
め
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
松

風
の
湯
は
檜
造

り
の
寝
湯
を
備

え
、
寝
な
が
ら

眺
望
を
堪
能
で

き
る
。
大
山
の

湯
屋
は
マ
イ
ナ

ス
イ
オ
ン
を
発

生
し
、
健
康
に

い
い
ト
ル
マ
リ

ン
を
入
れ
て
い

る
ほ
か
、
海
と

大
山
の
両
方
が

見
ら
れ
る
抜
群

の
景
観
を
誇
る
。

両
浴
場
と
同
時
に
オ
ー
プ

ン
し
た
貸
し
切
り
家
族
風
呂

は
、
露
天
風
呂
「
福
の
湯
」

「
禄
の
湯
」「
寿
の
湯
」
と
、

内
風
呂
の
「
瞑
想
の
湯
」
。

露
天
風
呂
は
開
放
感
が
特

徴
。内
風
呂
は
天
井
が
高
く
、

広
々
と
し
た
雰
囲
気
だ
。

館
内
に
は
ま
た
、
露
天
風

呂
付
き
客
室
を
８
室
備
え
、

同
館
で
は
こ
れ
ら
新
し
い
温

泉
施
設
を
総
称
し
て
「
湯
賓

館
」
と
呼
ん
で
い
る
。

伊
坂
社
長
は
「
温
泉
は
自

家
源
泉
。
大
き
な
浴
場
と
見

事
な
景
観
で
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
」
と
話
す
。

▽
華
水
亭
は
鳥
取
県
米
子

市
皆
生
温
泉
。
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長
野
県
・
信
州
上
諏
訪
温

泉
の
浜
の
湯
（
山
崎
壯
一
社

長
）
は
、
観
光
客
で
に
ぎ
わ

う
諏
訪
湖
畔
の
近
く
に
静
か

に
佇
む
。
高
層
階
か
ら
の
諏

訪
湖
や
北
ア
ル
プ
ス
の
眺
望

や
、
２４
時
間
入
浴
で
き
る
湯

量
豊
富
な
温
泉
が
好
評
だ
。

そ
の
中
で
も
一
番
の
売
り

は
、
信
州
の
地
の
食
材
を
生

か
し
た
本
格
会
席
料
理
だ
。

京
都
出
身
、
関
西
で
修
業

し
た
料
理
長
が
、
山
菜
や
川

魚
、
高
原
野
菜
、
き
の
こ
、

信
州
牛
な
ど
旬
の
食
材
で
腕

を
振
る
う
。
魚
介
類
は
築
地

直
送
も
の
、
お
い
し
さ
に
定

評
の
あ
る
信
州
安
曇
野
の
契

約
農
家
が
育
て
た
こ
し
ひ
か

り
米
の
御
飯
と
、
随
所
に
こ

だ
わ
り
が
見
え

る
。盛

り
付
け
や

器
に
も
気
を
配

り
、
彩
り
も
豊

か
。
メ
ニ
ュ
ー

は
月
替
わ
り
。

別
注
に
よ
り
桜

身
刺
身
や
公
魚

天
婦
羅
な
ど
の

郷
土
料
理
も
楽

し
め
る
。
吟
醸

酒
「
浮
城
」
と

食
前
酒「
香
梅
」

は
オ
リ
ジ
ナ
ル

品
。
夕
食
会
場

は
個
室
料
亭
、
部
屋
の
選
択

が
可
能
だ
。

▽
浜
の
湯
は
長
野
県
諏
訪

市
湖
岸
通
り
３
�
３
�
１０
。
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女
性
露
天

日
本
海
を
望
む
絶
景
露
天
風
呂

信
州
の
旬
、舌
と
目
で
堪
能信

州
の
旬
を
巧
み
に
盛
り
込
ん
だ

会
席
料
理

男
性
露
天

長
崎
県
・
平
戸
千
里
ヶ
浜

温
泉
の
ホ
テ
ル
蘭
風
（
田
口

満
社
長
）
は
、
目
の
前
が
海

と
い
う
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
あ
る
。
遠
浅
で
幅
１
�

の
長
大
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ビ

ー
チ
で
は
、
海
水
浴
は
も
ち

ろ
ん
、
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ

ン
、
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
、
カ

ヌ
ー
な
ど
、
様
々
な
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
。
さ

ら
に
１
年
を
通
し
て
地
引
網

の
体
験
も
で
き
、
教
育
旅
行

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
も
人
気

を
博
し
て
い
る
。

そ
ん
な
同
館
が
こ
だ
わ
る

の
は
料
理
と
温
泉
。
料
理
は

海
の
幸
が
メ
ー
ン
で
、
天
然

活
魚
コ
ー
ナ
ー
で
は
定
置
網

で
取
れ
た
天
然
活
魚
を
漁
業

組
合
か
ら
買
い
取
り
、
い
け

す
で
泳
が
せ
て
い
る
。
好
き

な
食
材
を
客
に

選
ん
で
も
ら

い
、
目
の
前
で

調
理
し
て
会
食

場
へ
運
ぶ
と
い

う
趣
向
だ
。

炉
端
焼
き
コ

ー
ナ
ー
で
は
、

ち
ゃ
ん
ぽ
ん
、

う
ど
ん
を
気
軽

に
楽
し
め
る
ほ

か
、
活
魚
コ
ー

ナ
ー
で
選
ん
だ

魚
介
類
も
味
わ

え
る
。
日
帰
り

入
浴
客
の
利
用
も
多
い
。

温
泉
施
設
は
、
西
九
州
最

大
規
模
。
４
０
０
坪
の
敷
地

に
１８
個
の
湯
船
が
あ
り
、
ジ

ャ
グ
ジ
ー
、
薬
草
風
呂
、
海

草
風
呂
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
む
。

露
天
風
呂
は
湯
船
が
５

つ
。
九
十
九
島
を
一
望
す
る

展
望
大
浴
場
や
、
庭
園
風
の

屋
内
大
浴
場
な
ど
、
温
泉
ざ

ん
ま
い
を
楽
し

め
る
。

温
泉
の
泉
質

は
ナ
ト
リ
ウ
ム

�
炭
酸
水
素
塩

泉
（
中
性
低
張

高
温
泉
）
。
神

経
痛
、筋
肉
痛
、

関
節
痛
、
五
十

肩
な
ど
、
様
々

な
疾
病
に
効
果

が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。

「
料
理
に
つ

い
て
は
、
平
戸

の
新
鮮
な
海
の
幸
を
豊
富
に

使
っ
た
会
席
料
理
を
中
心

に
、
厳
選
さ
れ
た
素
材
を
使

用
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
平

戸
の
ひ
ら
め
は
、
水
揚
げ
高

日
本
一
を
誇
る
平
戸
の
志
々

伎
漁
協
で
採
れ
た
天
然
平
戸

黄
金
ひ
ら
め
で
有
名
で
す
」

「
温
泉
は
平
戸
で
唯
一
敷
地

内
に
湧
出
す
る
泉
源
を
持

ち
、
日
量
１
１
０
�
の
湯
量

を
基
本
的
に
掛
け
流
し
を
し

て
い
ま
す
が
、
湯
船
の
総
量

が
７５
�
の
た
め
一
部
加
水
、

循
環
を
行
っ
て
い
ま
す
」（
田

口
社
長
）
。

敷
地
内
に
は
本
格
的
な
乗

馬
コ
ー
ス
と
シ
ョ
ー
ト
ゴ
ル

フ
コ
ー
ス
も
。
と
に
か
く
ス

ケ
ー
ル
が
大
き
い
。

▽
ホ
テ
ル
蘭
風
は
長
崎
県

平
戸
市
川
内
町
５５
。
�
０
９
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０
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富
士
山
麓
の
河
口
湖
畔
、

産
屋
ヶ
崎
に
た
た
ず
む
「
湖

山
亭
う
ぶ
や
」
（
外
川
誠
社

長
）
は
全
て
の
部
屋
か
ら
雄

大
な
富
士
山
を
望
め
る
宿
。

こ
こ
で
供
さ
れ
る
食
事
も
、

同
館
の
魅
力
の
１
つ
だ
。

一
押
し
は
地
元
名
産
の

「
ワ
イ
ン
ビ
ー
フ
」
の
陶
板

焼
き
。
ワ
イ
ン
を
絞
っ
た
あ

と
の
ぶ
ど
う
の
絞
り
か
す
で

育
っ
た
牛
だ
。
ぶ
ど
う
の
皮

や
酵
素
の
力
で
、
肉
は
甘
く

柔
ら
か
。
「
好
み
の
焼
き
加

減
の
も
の
を
熱
々
で
召
し
上

が
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

同
館
。
こ
の
ほ
か
「
ふ
か
ひ

れ
茶
碗
蒸
し
」
も
多
く
の
宿

泊
客
の
人
気
を
得
て
い
る
。

供
さ
れ
る
会
席
料
理
は
ひ

と
月
ご
と
に
メ

ニ
ュ
ー
を
変
え

季
節
感
溢
れ

る
。
肉
と
魚
を

選
べ
る
メ
イ
ン

料
理
に
加
え
、

品
数
を
減
ら
し

て
メ
イ
ン
料
理

の
質
を
上
げ
る

「
量
控
え
め
」

が
選
べ
る
の
も

嬉
し
い
と
こ

ろ
。
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
す
れ

ば
、
ブ
ラ
ン
ド

牛
「
甲
州
牛
」

も
楽
し
め
る
。

▽
湖
山
亭
う
ぶ
や
は
山
梨

県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町

浅
川
１０
。
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西
九
州
最
大
規
模
の
大
露
天
風
呂

天
然
活
魚
料
理
と
４００
坪
の
温
泉

一
押
し
の
ワ
イ
ン
ビ
ー
フ

天
然
活
魚
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理

季
節
を
映
す
料
理
の
数
々

年
代
を
問
わ
ず
幅
広
い
層

か
ら
支
持
さ
れ
、
必
ず
一
度

は
行
っ
て
み
た
い
温
泉
地
の

上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
の
が

熊
本
県
の
黒
川
温
泉
。
そ
の

一
角
に
あ
る
の
が
「
湯
峡
の

響
き

優
彩
」
（
高
島
淳
一

社
長
）
だ
。

元
々
は
瀬
の
本
観
光
ホ
テ

ル
だ
っ
た
が
、
００
年
に
和
風

旅
館
に
全
面
改
装
し
た
の
を

機
に
、
現
在
の
名
称
に
変
え

た
。
そ
の
名
の
通
り
、
何
と

も
い
え
ず
い
い
響
き
で
、
高

級
感
あ
ふ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
を

作
り
上
げ
た
。

同
館
の
こ
だ
わ
り
の
ひ
と

つ
は
温
泉
。
敷
地
内
の
自
家

用
源
泉
を
使
用
し
て
お
り
、

源
泉
の
温
度
は
８８
・
３
度
。

ナ
ト
リ
ウ
ム
�
塩
化
物
硫
酸

塩
泉
で
、神
経
痛
や
筋
肉
痛
、

五
十
肩
、
切
り
傷
な
ど
に
効

果
が
あ
る
と
い

わ
れ
る
。
風
呂

は
す
べ
て
源
泉

１
０
０
％
か
け

流
し
。
毎
日
、

湯
の
入
れ
替
え

を
し
て
お
り
、

衛
生
面
で
も
ぬ

か
り
が
な
い
。

館
内
の
温
泉

施
設
は
「
ま
ほ

ろ
ば
の
湯
場
」

「
や
わ
ら
ぎ
の

湯
場
」
「
貸
切

風
呂

杉
の

湯
」
と
充
実
し
て
い
る
。

「
最
高
の
場
所
」
を
意
味

す
る
「
ま
ほ
ろ
ば
�
」
は
、

宿
泊
客
専
用
の
浴
場
。
ガ
ラ

ス
一
面
に
竹
林
を
見
渡
し
、

夜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
幻
想

的
な
「
竹
林
の
湯
」
は
同
館

の
目
玉
施
設
の
ひ
と
つ
だ
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
画
像

を
見
て
、
『
ぜ
ひ
入
っ
て
み

た
い
』
と
い
う
声
も
よ
く
お

聞
き
し
ま
す
」
と
は
、
同
館

の
松
岡
明
一
営

業
部
長
の
弁
。

こ
の
ほ
か
、
桧

づ
く
り
の
「
双

檜
の
湯
」
、
屋

根
付
き
露
天
風

呂「
渓
流
の
湯
」

が
あ
る
。

「
や
わ
ら
ぎ

�
」
は
、
黒
川

温
泉
名
物
の
入

湯
手
形
の
利
用

者
も
利
用
で
き

る
。
洞
く
つ
を

思
わ
せ
る
「
湯
滝
の
湯
」
、

樹
木
に
囲
ま
れ
た
開
放
的
な

「
樹
彩
の
湯
」
の
各
浴
場
が

あ
る
。

浴
場
施
設
は
こ
の
ほ
か
、

地
元
の
小
国
杉
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

応
の「
貸
切
風
呂

杉
の
湯
」

が
あ
る
。

同
館
の
も
う
ひ
と
つ
の
こ

だ
わ
り
は
「
客
室
」
。
本
館

に
和
室
、
和
洋
室
の
ほ
か
、

露
天
風
呂
付
き
の
特
別
室
を

開
設
し
た
。
木
々
に
囲
ま
れ

た
落
ち
着
き
の
あ
る
石
風
呂

と
桧
風
呂
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
空
間
と
し
て
ぜ
い
の
極
み

を
尽
く
し
て
い
る
。

別
館
「
灯
小
路
」
は
寝
室

を
備
え
た
特
別
室
を
設
置
し

て
い
る
。

▽
湯
峡
の
響
き

優
彩
は

熊
本
県
阿
蘇
郡
南
小
国
町
黒

川
温
泉
。
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南
伊
豆
・
弓
ヶ
浜
温
泉
の

「
季
一
遊
」
（
村
木
千
之
助

社
長
）
。
６
月
に
「
離
れ
館

季
の
倶
楽
部
」
を
新
築
オ

ー
プ
ン
し
た
。
６
室
す
べ
て

が
２
フ
ロ
ア
を
使
え
る
メ
ゾ

ネ
ッ
ト
タ
イ
プ
。
個
室
露
天

風
呂
付
き
で
上
質
な
く
つ
ろ

ぎ
の
ひ
と
時
を
提
供
す
る
。

季
の
倶
楽
部
の
各
客
室

は
、
和
室
１
、
洋
室
１
、
さ

ら
に
露
天
風
呂
を
配
置
し
た

１
室
の
計
３
部
屋
。
３
部
屋

そ
れ
ぞ
れ
が
約
１２
畳
と
ゆ
っ

た
り
し
、デ
ザ
イ
ン
も
洗
練
。

ど
の
客
室
に
泊
ま
っ
て
も
弓

ヶ
浜
、
青
野
川
、
両
方
の
景

観
が
望
め
る
。
広
い
テ
ラ
ス

に
も
こ
だ
わ
っ
た
。

本
館
に
は
客
室
を
改
装
し

た
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
も
開
設
。

専
門
の
エ
ス
テ

テ
ィ
シ
ャ
ン
が

フ
ェ
イ
ス
や
ボ

デ
ィ
、
フ
ッ
ト

の
ケ
ア
に
あ
た

る
。お

湯
処
「
ゆ

ら
り
」
に
は
、

男
女
そ
れ
ぞ
れ

の
内
湯
大
浴
場

と
露
天
風
呂
。

食
事
は
漁
師
料

理
、
イ
タ
リ
ア

ン
、
フ
レ
ン
チ

の
創
作
メ
ニ
ュ

ー
で
海
の
幸
を
堪
能
さ
せ

る
。▽

季
一
遊
は
静
岡
県
賀
茂

郡
南
伊
豆
町
湊
９
０
２
�

１
。
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別
館
灯
小
路
ア
プ
ロ
ー
チ

ぜ
い
の
極
み
を
尽
く
し
た
空
間

離
れ
館
が
新
築
オ
ー
プ
ン

竹
林
の
湯

「
離
れ
館

季
の
倶
楽
部
」
の

個
室
露
天
風
呂

http://www.seifuen.com
http://kokonoe.entetsu.co.jp
http://www.hamanoyu.co.jp
http://www.kaike-grandhotel.co.jp/kasuitei/
http://www.ubuya.co.jp/
http://www.hotelranpu.com/
http://www.siosaiclub.com/tokiichiyu
http://www.yusai.com
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愛
知
県
知
多
半
島
で
女
性

を
虜
に
し
て
い
る
の
が
「
薫

り
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た

和
風
旅
苑
「
源
氏
香
」
（
渡

邉
幸
一
社
長
）
。
同
館
で
は

誕
生
日
や
結
婚
記
念
日
な
ど

に
加
え
、
端
午
の
節
句
や
ク

リ
ス
マ
ス
を
祝
う
プ
ラ
ン
な

ど
、
個
性
的
な
「
記
念
日
」

プ
ラ
ン
を
そ
ろ
え
、
ハ
レ
の

日
を
演
出
し
て
く
れ
る
。

長
月
限
定
「
敬
老
の
日
記

念
・
家
族
で
祝
う
長
寿
の
祝

い
プ
ラ
ン
」
は
コ
ネ
ク
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
、
３
世

代
が
一
緒
に
ゆ
っ
た
り
と
泊

ま
れ
る
。
プ
ラ
ン
に
は
、
祝

い
花
や
記
念
撮
影
、
寄
せ
書

き
な
ど
が
つ
く
。
こ
れ
で
大

人
４
人
、
子
供
２
人
の
料
金

が
１０
万
円
と
は
魅
力
的
だ
。

他
の
プ
ラ
ン
も
、
ト
ー
タ

ル
ス
パ
や
特
別
料
理
、
貸
切

風
呂
の
無
料
利
用
な
ど
、
そ

の
記
念
日
に
合
わ
せ
た
特
典

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
宿

泊
客
の
７
割
を
女
性
が
占
め

る
と
い
う
同
館
な
ら
で
は

の
、
き
め
細
か
な
心
遣
い
が

嬉
し
い
プ
ラ
ン
ば
か
り
だ
。

▽
源
氏
香
は
愛
知
県
知
多

郡
南
知
多
町
大
字
山
海
海

岸
。
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岐
阜
県
・
下
呂
温
泉
に
あ

る
水
明
館（
瀧
多
賀
男
社
長
）

は
、
自
然
豊
か
な
清
流
飛
騨

川
沿
い
に
建
つ
温
泉
リ
ゾ
ー

ト
旅
館
。
日
本
三
名
泉
と
し

て
名
高
い
良
質
の
温
泉
は
、

別
名
「
美
人
の
湯
」
と
言
わ

れ
、
入
浴
後
も
し
っ
と
り
と

滑
ら
か
な
肌
を
保
つ
。
温
泉

は
２４
時
間
利
用
で
き
る
大
浴

場
や
貸
切
露
天
風
呂
な
ど
で

楽
し
め
る
。
料
理
は
素
材
に

こ
だ
わ
り
、
地
元
農
家
と
契

約
し
、
同
館
の
料
理
に
合
っ

た
専
用
の
野
菜
を
栽
培
す
る

ほ
ど
。
一
品
一
品
す
べ
て
手

作
り
の
料
理
は
宿
泊
客
に
喜

ば
れ
て
い
る
。

名
物
「
館
内
ツ
ア
ー
」
で

は
、
知
識
豊
か
な
案
内
人
が

詳
し
い
説
明
を
し
な
が
ら
毎

日
大
勢
の
宿
泊
客
を
楽
し
ま

せ
て
い
る
。
横
山
大
観
画
伯

の
「
杜
鵑
」
、
人
間
国
宝
・

加
藤
卓
男
氏
の

大
作
「
泉
郷
に

憩
う
」
な
ど
、

美
術
館
で
展
示

さ
れ
て
も
お
か

し
く
な
い
ほ
ど

の
選
り
す
ぐ
り

の
芸
術
品
の

数
々
を
、
館
内

の
随
所
で
見
る

こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
材

木
集
め
に
１０
年
以
上
の
年
月

を
か
け
完
成
し
た
臨
川
閣
は

贅
を
極
め
た
雅
の
空
間
。
飛

騨
の
匠
の
技
が
活
か
さ
れ
た

施
設
が
多
数
あ
り
、
日
本
の

伝
統
美
を
体
感
で
き
る
。

▽
水
明
館
は
岐
阜
県
下
呂

市
幸
田
１
２
６
８
。
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個
性
的
プ
ラ
ン
で
演
出

名
物
の「
館
内
ツ
ア
ー
」

水
明
館
館
内
ツ
ア
ー

華やかな料理も記念日を演出

黒
部
峡
谷
を
望
む
富
山
県

・
宇
奈
月
温
泉
の
「
延
楽
」

（
濱
田
浩
志
社
長
）
は
、
調

理
部
長
が
黒
部
な
ら
で
は
の

食
材
を
厳
選
し
、
料
理
の
献

立
を
考
え
る
。
特
に
富
山
湾

で
獲
れ
た
新
鮮
な
岩
ガ
キ
や

白
エ
ビ
な
ど
、
魚
介
類
の
旨

み
を
生
か
し
た
海
鮮
料
理
は

定
評
あ
る
逸
品
だ
。

黒
部
の
名
水
が
育
ん
だ
食

材
を
使
っ
た
活
水
料
理
「
黒

部
名
水
・
活
水
料
理
プ
ラ
ン
」

は
一
番
人
気
。
地
元
の
豆
腐

屋
が
こ
だ
わ
る
名
水
豆
乳
と

黒
部
名
ポ
ー
ク
を
組
み
合
わ

せ
た「
豆
乳
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
」

は
、
女
性
を
は
じ
め
支
持
が

高
い
。

全
て
の
料
理
が
料
理
長
お

任
せ
の
「
延
楽

の
匠
プ
ラ
ン
」

は
食
材
だ
け
で

な
く
、
器
の
盛

り
付
け
方
「
見

せ
方
」
に
も
腕

を
鳴
ら
す
。
味

と
見
た
目
、
１

品
１
品
が
芸
術

作
品
の
よ
う
に

丹
精
を
込
め
て

作
り
上
げ
る
過

程
は
初
代
か
ら

貫
き
通
し
て
き

た
。舌
で
堪
能
、

見
て
感
動
を
与

え
、
料
理
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
。

▽
延
楽
は
富
山
県
黒
部
市

宇
奈
月
温
泉
３
４
７
�
１
。
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能
登
の
旬
の
食
材
を
輪
島

塗
の
器
で
味
わ
え
る
の
は
、

輪
島
市
の
「
海
游

能
登
の

庄
」
（
大
向
洋
紀
社
長
）
。

漆
器
の
中
で
も
輪
島
塗
は
繊

細
な
造
り
が
特
徴
。
塗
り
重

ね
ら
れ
た
美
し
い
趣
が
自
慢

の
料
理
を
引
き
立
て
る
。

「
能
登
味
彩
」
と
銘
打
っ

た
創
作
懐
石
料
理
の
部
屋
食

と
、
囲
炉
裏
を
切
っ
た
個
室

の
炉
端
料
理
が
選
べ
る
。「
数

あ
る
輪
島
塗
の
器
を
料
理
や

雰
囲
気
に
よ
り
使
い
分
け

る
。
懐
石
で
は
き
ら
び
や
か

さ
を
、
囲
炉
裏
で
は
素
朴
な

風
合
い
を
基
調
に
す
る
」
。

食
材
も
多
彩
。
夏
場
は
貝

三
昧
、
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
、

ア
カ
ニ
シ
ガ
イ
、
水
揚
げ
に

よ
っ
て
エ
イ
ガ

イ
な
ど
の
珍
味

も
。
冬
場
は
ズ

ワ
イ
ガ
ニ
、
寒

ブ
リ
が
旬
を
迎

え
る
。

全
客
室
か
ら

日
本
海
が
望

め
、
部
屋
に
は

輪
島
塗
の
工
芸

品
、
地
元
の
作

家
の
手
に
よ
る

和
紙
の
装
飾
品

を
配
し
、
畳
敷

き
と
の
調
和
を

演
出
。
温
泉
は

自
家
源
泉
で
展
望
風
呂
、
露

天
風
呂
を
備
え
る
。

▽
海
游

能
登
の
庄
は
石

川
県
輪
島
市
大
野
町
ね
ぶ
た

温
泉
。
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丹
精
を
込
め
る
料
理
長
の
腕

輪
島
塗
の
器
が
彩
る
食
膳 富

山
湾
の
海
の
幸
で
彩
る
会
席
膳

輪
島
塗
の
器
が
料
理
を
引
き
立
て
る

兵
庫
県
淡
路
島
に
あ
る

「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ア
ワ
ジ
グ

ル
ー
プ
」（
木
下
紘
一
社
長
）

は
、昨
年
の
７
月
１５
日
に「
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
ア
ワ
ジ
」と「
別

亭
淡
路
夢
泉
景
」
の
両
館
で

利
用
で
き
る
「
ス
パ
テ
ラ
ス

水
月
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
好

評
を
得
て
い
る
。

人
気
の
施
設
は
淡
路
島
の

原
風
景
、
棚
田
の
雰
囲
気
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
淡
路
棚

田
の
湯
」
。
３
段
の
湯
船
が

特
徴
で
、
寝
湯
や
ジ
ェ
ッ
ト

バ
ス
、
露
天
風
呂
な
ど
多
彩

な
湯
浴
び
を
楽
し
め
る
。
浴

槽
か
ら
は
紀
淡
海
峡
の
絶
景

を
満
喫
で
き
る
。

３
種
類
の
お
湯
が
あ
り
、

「
洲
本
温
泉
」
は
無
色
の
単

純
弱
ラ
ド
ン
泉
で
、
細
胞
の

活
性
化
・
新
陳
代
謝
の
向
上

・
自
然
治
癒
力
の
免
疫
性
を

高
め
る
効
果
が
期
待
で
き

る
。
「
古
茂
江

温
泉
」
は
赤
湯

の
ナ
ト
リ
ウ
ム

・
塩
化
物
強
塩

泉
。
ま
た
、
遠

赤
外
線
の
効
果

が
期
待
で
き
る

「
竹
炭
の
湯
」

が
あ
る
。

ま
た
、
エ
ス

テ
や
懐
石
料
理

も
楽
し
め
る
バ

ー
＆
カ
フ
ェ「
バ
ル
淡
道
」、

フ
レ
ッ
シ
ュ
ジ
ュ
ー
ス
を
味

わ
え
る
湯
上
り
処
が
あ
り
、

上
質
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

空
間
に
な
っ
て
い
る
。

▽
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ア
ワ
ジ

は
兵
庫
県
洲
本
市
古
茂
江
海

岸
。
�
０
７
９
９
・
２
３
・

２
２
０
０
。h

ttp
:

//w
w

w
.n

e
w

a
w

a
ji.c

o
m

島
根
県
の
玉
造
温
泉
は
奈

良
時
代
に
開
か
れ
、
有
馬
、

道
後
な
ど
と
と
も
に
日
本
最

古
の
歴
史
を
誇
る
。
「
佳
翠

苑
皆
美
」（
皆
美
佳
邦
社
長
）

は
、
玉
湯
川
の
ほ
と
り
、
日

本
の
風
趣
を
凝
ら
し
た
数
奇

屋
風
の
し
つ
ら
え
の
老
舗
の

宿
。
吹
き
抜
け
の
ロ
ビ
ー
は

日
本
建
築
の
枠
を
散
り
ば

め
、
外
に
は
滝
が
落
ち
る
見

事
な
日
本
庭
園
が
広
が
る
。

同
旅
館
の
こ
だ
わ
り
の
接

客
サ
ー
ビ
ス
は
、
茶
人
で
も

あ
る
松
江
７
代
藩
主
松
平
不

昧
公
の
お
も
て
な
し
の
極
意

「
客
の
こ
こ
ろ
に
な
り
て
亭

主
せ
よ
」を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、

宿
泊
客
が
望
む
�
日
頃
か
ら

の
開
放
感
�
に
、
従
業
員
一

同
が
気
配
り
、
目
配
り
、
心

配
り
で
、
目
に
見
え
な
い
細

か
い
サ
ー
ビ
ス
を
心
が
け
て

い
る
。
館
内
に

は
要
所
に
係
り

が
活
け
た
、
い

け
花
を
、
湯
上

が
り
処
で
は
お

茶
の
も
て
な
し

も
あ
る
。

同
旅
館
は
今

年
で
５５
周
年
を

迎
え
、
皆
美
グ

ル
ー
プ
の
基
幹

で
あ
る
「
皆
美

館
」
は
来
年
で

１
２
０
周
年
と
節
目
の
年
と

な
る
。
長
い
歴
史
の
中
で
育

ま
れ
た
お
も
て
な
し
は
宿
泊

客
を
癒
し
て
い
る
。

▽
佳
翠
苑
皆
美
は
島
根
県

松
江
市
玉
湯
町
玉
造
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棚
田
の
湯
か
ら
絶
景
満
喫

気
配
り
、目
配
り
、心
配
り

棚
田
の
湯

佳
翠
苑
皆
美
・
全
景

香
川
県
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
郷

の
「
湯
元
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
華

の
湯
紅
梅
亭
」
（
近
兼
孝
休

社
長
）
は
、
敷
地
内
に
独
自

源
泉
を
持
つ
温
泉
自
慢
の

宿
。
今
年
開
湯
１０
周
年
を
迎

え
た
。
泉
質
は
ナ
ト
リ
ウ
ム

・
カ
ル
シ
ウ
ム
�
塩
化
物
温

泉
で
、
神
経
痛
、
疲
労
回
復
、

慢
性
婦
人
病
な
ど
に
効
能
が

あ
る
。
源
泉
な
ら
で
は
の
良

質
な
温
泉
は
、
庭
園
大
浴
場

露
天
風
呂
「
花
て
ら
す
」
と

地
下
大
浴
場
露
天
風
呂
「
花

す
み
か
」
で
楽
し
め
る
。

「
花
て
ら
す
」
は
、
花
に

包
ま
れ
た
庭
園
露
天
風
呂

や
、
庭
園
を
臨
む
ガ
ー
デ
ン

プ
ー
ル
を
備
え
て
お
り
、
四

季
折
々
の
風
景
を
楽
し
め

る
。
散
歩
道
に
は
足
湯
も
あ

り
、
外
湯
感
覚
で
９
つ
の
湯

め
ぐ
り
を
満
喫
で
き
る
。

０５
年
３
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
「
花
す
み
か
」
は
、

木
の
風
合
い
を
生
か
し
た
風

情
の
あ
る
空

間
。
ひ
の
き
露

天
風
呂
や
、
う

た
せ
湯
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
が
あ
る

「
た
き
湯
」
。

気
泡
と
水
圧
で

血
行
を
促
進
す

る
「
あ
わ
湯
」

な
ど
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
。

女
性
に
は
、
ひ
の
き
露
天

風
呂
の
湯
船
に
色
と
り
ど
り

の
花
び
ら
を
浮
か
べ
た
「
華

風
呂
」
の
サ
ー
ビ
ス
も
。
優

雅
な
演
出
で
至
福
の
ひ
と
時

を
過
ご
せ
る
。

▽
湯
元
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
華

の
湯
紅
梅
亭
は
香
川
県
仲
多

度
郡
琴
平
町
５
５
６
�
１
。
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国
立
公
園
、
霧
島
連
峰
の

中
腹
に
あ
る
山
荘
風
ホ
テ
ル

・
霧
島
山
上
ホ
テ
ル
（
松
田

浩
明
社
長
）
の
自
慢
の
１
つ

が
温
泉
だ
。
桧
露
天
風
呂
、

桜
林
の
湯
、
呉
竹
の
湯
、
展

望
竹
炭
露
天
風
呂
、
岩
露
天

風
呂

と
趣
の
異
な
る
入

浴
施
設
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

霧
島
は
シ
イ
や
ア
カ
マ
ツ

な
ど
の
自
然
林
が
豊
富
で
、

緑
あ
ふ
れ
る
地
域
だ
。
岩
露

天
風
呂
は
そ
う
し
た
自
然
林

に
囲
ま
れ
、
温
泉
に
つ
か
り

な
が
ら
森
林
浴
が
で
き
「
心

身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
る
」
と
評
判
だ
。

展
望
竹
炭
露
天
風
呂
も
一

度
は
入
っ
て
ほ
し
い
。
ア
ト

ピ
ー
や
冷
え
性
、
ス
ト
レ
ス

解
消
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ

る
竹
炭
を
、
浴

槽
内
に
つ
け
込

ん
で
い
る
の
が

特
徴
。
竹
炭
は

定
期
的
に
交
換

し
、
効
果
が
薄

れ
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
。
竹

炭
露
天
風
呂
か

ら
見
る
桜
島
や

錦
江
湾
な
ど
も

素
晴
ら
し
い
。

温
泉
に
つ
か

り
な
が
ら
自
然

の
美
し
さ
を
楽

し
む
。
何
と
も
贅
沢
な
気
分

だ
。▽

霧
島
山
上
ホ
テ
ル
は
鹿

児
島
県
霧
島
市
牧
園
町
高
千
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源
泉
を
庭
園
、
露
天
で

趣
の
異
な
る
入
浴
施
設

紅
梅
亭
花
す
み
か

岩
露
天
風
呂

４・５面も特集

http://www.suimeikan.co.jp
http://www.genji-koh.co.jp
http://www.notonosho.co.jp
http://www.enraku.com/dining.html
http://www.minami-g.co.jp
http://www.newawaji.com
http://www.sanjo-hotel.co.jp
http://www.koubaitei.jp
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